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町債
581,500
（6.9％）

県支出金
1,375,814
（16.3％）

国庫支出金
912,758
（10.8％）

地方交付金
2,682,827
（31.7％）

地方消費税及び
その他の交付金
270,148（3.2％）

地方譲与税
108,877（1.3％）

諸収入
87,326（1.0％）

繰越金
250,000（3.0％）

繰入金
883,440
（10.5％）

寄附金
280,001（3.3％）

財産収入
67,169（0.8％）

使用料及び手数料
96,762（1.1％）

分担金及び負担金
25,937（0.3％）

町税
827,441
（9.8％）

予備費
6,842（0.1％）

公債費
677,688
（8.0％）

災害復旧費
697,787（8.3％）

教育費
605,143
（7.2％）

消防費
529,497
（6.3％）

土木費
696,301
（8.2％）

商工費
61,887（0.6％）

農林水産業費
848,051
（10.0％）

衛生費
744,401
（8.8％）

民生費
1,967,075
（23.3％）

総務費
1,551,026
（18.4％）

議会費
64,301（0.8％）

主
軸
事
業

一
般
質
問

研
修
報
告

事
務
組
合
議
会
報
告

同
意
・
条
例
等
・
補
正

施
政
方
針
質
問

常
任
委
員
会
報
告

主
軸
事
業

当
初
予
算

当
初
予
算84 億 5 千万円 どう使う

３
月
定
例
会
議
は
10
日
～
18
日
ま
で
の
９
日
間
開
催
し
、
22
議
案(

条
例
等
８
件
・
補
正
予
算
６
件
・

当
初
予
算
８
件)

を
全
議
案
審
議
可
決
し
た
。

一
般
・
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問
は
６
人
が
登
壇
し
執
行
部
の
考
え
を
質
し
た
。

議会が
注目

【総務費】
1旧中学校跡地等利活用

基本構想策定業務委託料
800 万円

2物価高騰対応支援事業
⑴上水道負担軽減
⑵ LP ガス支援
⑶畜産・酪農飼料補助
⑷商品券補助

1 億 1,500 万円

【消防費】
3避難所空調整備

1 億 9,000 万円
4河川監視カメラ

400 万円

【土木費】
5口の坪住宅建設工事

1 億 7,900 万円
6区画線・水路転落防護柵設置工事

850 万円

【農林水産業費】
7地域農業担い手営農環境

整備支援事業
1,000 万円

主な事業

※関連記事　P4-5

上 水 道 下 水 道

収益的収支
収入 1 億 6,584 万円 2 億 9,736 万円

支出 1 億 4,942 万円 3 億 874 万円

資本的収支
収入 420 万円 3,508 万円

支出 8,710 万円 1 億 3,091 万円

会　計　名 予　算　総　額

国民健康保険（事業勘定） 11 億 1,593 万円

国民健康保険（直診勘定） 951 万円

久米財産区 1,187 万円

介護保険 16 億 6,235 万円

後期高齢者医療 2 億 2,648 万円

（千円以下切捨て） （千円以下切捨て）

＊単位：千円（　）内は構成比＊単位：千円（　）内は構成比

令和 8 年度　事業会計予算 令和 8 年度　特別会計予算

依存財源 70.2%　　自主財源 29.8%

!?
令和８年度　石井町政２年目　　一般会計当初予算
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議会が注目!　町の取組み
主な事業の中から、町の皆さんの声と共にお知らせします

指定避難所空調設備整備工事

LP ガス価格高騰対応生活者支援事業

地域農業担い手営農環境整備支援事業
認定農業者等又はそれ以外の担い手（地域計画に位置付けられた農業者
等）への営農支援

1 戸月額 7 万円 18 歳以下 1 人あたり 1 万円減額（3 人まで）

飼料費高騰による経営負担を緩和するための支援

新たに 3 か所 黒肥地鮎の瀬堰樋門・牛島地区排水樋門・柳橋川の排水路

ロの坪地区住宅建設工事

河川監視カメラ設置事業

酪農飼料等高騰緊急支援事業

旧中学校跡地等利活用基本構想策定業務委託事業

区画線設置工事・水路転落防護柵設置工事

1 億 9,000 万円

944 万円

1,000 万円

1 億 7,982 万円

400 万円

1,196 万円

800 万円

850 万円

恒
つねまつ

松　由
ゆ き

喜さん

村上精肉店

村
むらかみ

上　武
たけはる

春さん

坂下農園

坂
さかした

下　奈
な お

穂さん

教育委員

松
まつおか

岡　里
のりよし

益さん

多良木小学校　前 PTA会長

松
まつもと

本　就
なりあき

顯さん

新堀牧場

新
しんぼり

堀　重
しげつぐ

継さん

川
かわなべ

辺　瑞
みずき

紀さん

多良木 9区 2区長

田
たじ ま

嶋　譲
じょうじ

治さん

町民体育館に避難された方やコロナワクチン接
種された方から、空調設備がなかったので寒暖対
策に苦慮されたことを聞いていました。私もクラ
ブ活動でこの施設を使用しますが、特に夏の練習
は耐え難く、うちわ等で凌いでいる状態です。今
回工事をされることで安心して避難でき、色々な
行事が快適に活動できることを期待します。

LP ガス料金の高騰が続く中、今回の支援金は
実質的な値引きとなり、負担が少し軽減され大変
助かります。私の場合一般よりも使用量が多いた
め直接的な補助は非常にありがたく、生活の安心
感に繋がります。

今後も継続的な対策を期待したいです。

私自身も助成金のおかげで農業を始められた一
人としてこの制度にはとても感謝しています。

一方で農家の高齢化が進み、新しく始めたくて
もお金の負担が壁となり新規就農を諦める若者が
多くいます。

町の農業を守るためには手厚い応援が必要です。

入居募集の要項の中に 18 歳以下の子供 1 人に
対し 1 万円の減額制度がありますが、子供が高
校を卒業すると減額がなくなるため、将来的な負
担も考え、今回は申し込みを見送りましたが、今
年度はまた 4 棟建設予定ですので前向きに検討
したいと思います。

安全に正確な情報をいち早く感知し、人命を守
るために欠かせないことです。球磨川と共に生活
をしてきた私たちにとって、恩恵を受けながらも、
災害との隣り合わせの状況での日々の暮らしを続
けていく中で、河川監視カメラは、大切な役割を
果たしてくれると期待しています。また設置後、
情報の収集の仕方を指導していただくようお願い
したいと思います。

酪農に限らず円安と不安定な国際情勢を背景と
する生産コストの上昇分をどうカバーするかとい
う厳しい局面が続いています。

牛乳をはじめとした乳製品の買い控えの恐れも
あり価格転嫁も難しく、コスト削減にも限界があ
り、経営を持続するために必要な支援をお願いし
たいです。

「多良木町に住んで良かった。」と誰もが思える
ような町づくりの一環として、多良木中学校跡地
の利活用は重要課題の一つであると考える。地域
住民の思いや多良木町が持っている強みを最大限
に活かし、人吉・球磨のハブ的存在になれるよう
な事業を切に願います。

通学路の区画線の明確化による安全向上と、水
路転落防護柵の設置による児童の事故防止を通じ
て、子ども達や歩行者が安心して毎日を過ごせる
ような温かい環境づくりが一層進むことを願って
います。

空調設備（イメージ）

出店時のガス使用に支援

いちごの収穫の様子

本年度４棟建設予定

設置予定の監視カメラ

高騰する飼料

広大な敷地活用は

カラー舗装される学校付近交差点

町民体育館
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全議案を可決 !全議案を可決 !
人事案件

条 例 等

R7 年度　第 8 回３月会議

教育長任命同意 固定資産評価審査
委員会委員選任同意

吉
よしむら

村　英
ひでき

亀　さん
（多良木）

澤
さわむら

村　秀
ひでとみ

富　さん
（黒肥地）

第 6次多良木町総合計画後期基本計画を定めることについて

3年間、よろしくお願いします。

財産の無償貸付について

地域未来交付金事業費

多良木町介護保険条例の一部を改正する条例を定めることについて

第 6 次多良木町総合計画（R4 ～ 11）　前期 R4 ～ R7 ／後期 R8 ～ R11
将来像 …… 自然と歴史が調和し、誰もが安心して住み続けられる活力と笑顔あふれるまち「たらぎ」

将来像を達成するための各施策を示した計画。基本目標及び基本方針を軸とした施策の展開を行うた
め、基本的には前期基本計画を踏襲しているものの、現在の社会情勢等により施策の見直しを実施して
いる。

貸付の相手方　　名　称　社会福祉法人　多良木福祉会
　　　　　　　　代表者　那須　弘文
　　　　　　　　住　所　多良木町大字多良木 257 番地 1（あずみ野）
貸付の目的　　　R8 年 4 月 30 日をもって、公有財産無償貸付契約の期限を迎えることから 

R8 年 5 月 1 日～ R9 年 3 月 31 日まで貸付交渉猶予のため 11 ヶ月間無償貸付をする。

議会オンライン配信システム構築業務委託料　56,247 千円
議会傍聴及び配信の環境を整備することで、住民の知る権利を保証するとともに開かれた議会を実現し
行政及び議会についての関心・理解を深めるもの。

令和 7 年度税制改正に伴う介護保険法施行令の改正により、令和 8 年度において一部の被保険者の
介護保険料段階が上位に移行することで、負担増となる恐れがあることから、令和 8 年度に限り特例
的な減免措置を講じる規定の整備を行うもの。

8 件（主なもの 2 件）

主な条例等と補正予算

猪い
は
ら原　

清
き
よ
し

議
員

石
井
町
長

成
果
と
し
て
は
、
保
育
料
（
副

食
費
）
無
償
化
、ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
開
設
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
業
を
活
用
し
た
高
齢
者
支
援
、

中
学
校
入
学
祝
金
１
万
円
上
乗
せ

な
ど
と
と
も
に
防
災
力
防
犯
力
を

高
め
る
方
針
の
も
と
災
害
時
物
資

搬
送
会
社
３
社
と
の
提
携
や
防
犯

カ
メ
ラ
購
入
助
成
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
整
備
し
た
定
住
促

進
住
宅
に
お
け
る
家
賃
減
免
と
県

内
初
と
な
る
保
証
会
社
に
よ
る
家

賃
保
証
な
ど
も
導
入
し
た
。

今
後
も
コ
ン
パ
ク
ト
で
防
災
力

防
犯
力
の
高
い
、
安
心
安
全
で
夢

と
希
望
の
持
て
る
町
に
向
け
て
未

来
を
見
据
え
て
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

吉
村
教
育
長

本
年
度
は
多
良
木
・
黒
肥
地
小

学
校
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
学

校
の
歴
史
と
伝
統
を
踏
ま
え
た
記

念
式
典
や
教
育
活
動
を
地
域
の
応

援
を
得
て
展
開
し
た
。

多
良
木
中
学
校
も
新
校
舎
に
移

り
教
育
活
動
も
順
調
に
展
開
さ
れ

て
い
る
。

不
登
校
の
問
題
に
対
し
て
は
町

の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
や

す
ら
ぎ
教
室
を
登
校
日
に
合
わ
せ

て
週
５
日
間
開
設
し
た
。
学
力
充

実
に
つ
い
て
は
、
熊
大
、
熊
大
付

属
小
中
学
校
と
連
携
し
た
授
業
づ

質
問県

は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
遅
れ

て
い
る
が
、
本
町
役
場
で
も
能
力

の
高
い
女
性
職
員
が
多
い
の
に
令

和
元
年
度
か
ら
女
性
管
理
職
員
が

一
人
も
い
な
い
。
町
長
の
考
え
は
。

東
総
務
課
長

要
因
と
し
て
過
去
５
年
間
女
性

の
採
用
が
無
い
時
期
が
あ
っ
た
。

本
町
の
現
正
規
職
員
の
約
３３
％
が

女
性
で
あ
る
。

石
井
町
長

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
と
は
性
別

に
か
か
わ
ら
ず
平
等
の
権
利
・
機

会
を
持
ち
個
性
・
能
力
を
最
大
限

に
発
揮
で
き
る
社
会
を
目
指
す
考

え
方
と
さ
れ
、
私
自
身
も
男
女
差

別
の
意
識
は
な
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
や
能
力
主
義
は
当
然
の
感
覚

と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

質
問（

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
）
未
来

実
現
を
町
長
は
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

石
井
町
長

本
町
の
女
性
職
員
も
仕
事
ぶ
り

や
人
間
性
、
人
事
評
価
も
踏
ま
え

る
と
今
後
は
女
性
課
長
も
増
え
る

と
思
う
。
歴
代
町
長
も
経
験
・
能

力
を
見
て
課
長
職
を
選
ん
で
き
た

は
ず
で
あ
る
。
私
自
身
も
そ
う
で

あ
る
。

く
り
と
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の
継

続
、
８
人
の
学
習
指
導
員
に
よ
る

「
多
良
木
未
来
塾
」
を
開
設
し
た
。

社
会
教
育
は
、
公
民
分
館
長
研

修
会
を
開
催
し
各
分
館
の
取
り
組

み
状
況
を
確
認
す
る
機
会
と
し
、

中
学
校
の
部
活
動
地
域
移
行
に
つ

い
て
は
検
討
委
員
と
の
協
議
を
重

ね
て
き
た
。

今
後
は
町
民
に
運
動
習
慣
を
高

め
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
進
め
、

ま
た
、
伝
統
文
化
継
承
に
つ
い
て

は
各
関
係
団
体
の
力
を
借
り
文
化

財
継
承
方
法
を
模
索
し
て
い
く
。

不
登
校
対
策
と
し
て
は
「
校
内

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
中
学
校
に
設

置
す
る
と
と
も
に
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
て
児

童
生
徒
、
保
護
者
や
教
職
員
か
ら

の
相
談
業
務
に
当
た
ら
せ
、
学
力

向
上
に
も
町
研
究
推
進
事
業
を
始

め
と
し
た
様
々
な
施
策
を
推
進
し

て
い
く
。

就任 1 年の成果と目標は

未来を見据えてアップデート

《
そ
の
他
の
質
問
》

中
学
校
跡
地
活
用
策
は

県 HP より

定住促進住宅

質
問就

任
１
年
を
迎
え
た
が
、
町
民

に
は
「
具
体
的
成
果
が
見
え
づ
ら

い
。」
の
声
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な

成
果
を
出
し
た
の
か
、
今
後
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
の
か
。

R7年度一般会計補正予算　269,409 千円を追加し 8,067,790 千円

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
進
め
て

当
然
の
感
覚
と
し
て
進
め
る
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施
政
方
針
質
問

主
軸
事
業

主
軸
事
業

当
初
予
算

当
初
予
算

一
般
質
問

一
般・施
政
方
針
質
問

久く

ぼ

た
保
田　
武た

け
は
る治

議
員

落お
ち
あ
い合　

健け
ん
じ治

議
員

林
田
建
設
課
長

気
温
が
-4
℃
を
下
回
る
場
合
、

防
災
無
線
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
凍

結
防
止
策
な
ど
の
呼
び
か
け
と
共

に
、
職
員
に
よ
る
漏
水
調
査
・
止

水
作
業
の
実
施
を
行
っ
た
。
ま
た
、

緊
急
時
に
は
、
本
町
の
上
水
道
事

業
業
務
継
続
計
画
（
通
称
・
Ｂ
Ｃ

Ｐ
計
画
）
に
も
と
づ
い
て
対
応
を

す
る
。

質
問雨

に
恵
ま
れ
ず
、
井
戸
が
枯
れ

る
な
ど
の
話
も
聞
く
、
渇
水
な
ど

で
町
民
が
困
っ
た
ら
給
水
車
な
ど

で
対
応
を
す
る
の
か
。

林
田
建
設
課
長

球
磨
地
域
に
は
給
水
車
を
有
す

る
自
治
体
は
な
い
が
、
県
等
に
給

水
車
の
派
遣
依
頼
を
す
る
。
ま
た
、

町
が
管
理
保
有
す
る
給
水
袋
で
の

活
動
を
計
画
し
て
い
る
。

質
問多

様
化
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
取
り
組
み

は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

の
か
。

吉
村
教
育
長

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う
に
基

礎
を
培
う
取
り
組
み
を
し
て
い
く
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
直
接

的
支
援
・
保
護
者
負
担
の
軽
減
・

大
会
遠
征
費
助
成
・
指
導
者
の
確

保
な
ど
を
協
議
検
討
し
て
い
く
。

石
井
町
長

子
ど
も
た
ち
が
活
動
す
る
機
会

の
確
保
は
、
最
優
先
す
る
べ
き
も

の
で
、
財
政
面
に
お
い
て
も
可
能

な
限
り
支
援
を
し
て
い
く
。ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て
は
基
本
的
に

は
協
議
し
て
い
き
た
い
。

石
井
町
長

こ
れ
ま
で
、
社
会
貢
献
さ
れ
て

き
た
高
齢
者
へ
の
支
援
は
重
要
か

つ
切
実
な
問
題
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
在
宅
生
活
に
お
け
る
買
い
物

支
援
・
移
動
支
援
・
ゴ
ミ
出
し
支

援
な
ど
、社
協
を
中
心
に
し
た
「
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
え
び
す
顔
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
な
ど
を
活
用
・
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問ゴ

ミ
出
し
困
難
者
へ
の
対
応
・

対
策
の
進
み
具
合
は
ど
う
か
。

新
堀
福
祉
課
長

社
会
福
祉
協
議
会
が
主
体
と

な
っ
て
い
る
え
び
す
顔
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
利
用
会
員
３４
名
の
う
ち
、

１０
名
が
日
常
的
な
ゴ
ミ
出
し
を
希

望
し
、
そ
の
他
の
支
援
活
動
実
績

１
７
５
件
の
う
ち
７１
件
が
ゴ
ミ
出

し
に
関
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

質
問気

温
低
下
等
が
原
因
で
水
道
管

破
裂
に
よ
る
漏
水
で
の
水
位
の
低

下
が
あ
っ
た
。
対
策
は
。

水道の水位低下等の
緊急時の対応は

高齢者への支援策は

BCP 計画にもとづき対応する

町の事業を利用して

《
そ
の
他
の
質
問
》

①
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

②
道
路
整
備
に
つ
い
て

《
そ
の
他
の
質
問
》

行
政
座
談
会
に
つ
い
て

質
問町

営
住
宅
の
居
住
者
の
高
齢
化

や
老
朽
化
が
進
む
中
、
管
理
・
保

全
と
住
宅
整
備
の
方
向
性
は
。

林
田
建
設
課
長

町
管
理
の
一
般
住
宅
、
特
定

公
共
賃
貸
住
宅
、
最
近
完
成
し

た
定
住
促
進
住
宅
の
入
居
率
は

１
０
０
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
町

営
住
宅
の
入
居
率
は
約
７０
％
で
、

昭
和
４０
年
か
ら
５０
年
代
に
建
設
さ

れ
た
も
の
が
多
く
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
。

今
後
は
町
の
長
寿
命
化
計
画
に

沿
っ
て
、
解
体
・
改
修
・
建
設
を

進
め
た
い
。

体
育
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
及
び
エ
ア
コ

ン
設
置
と
改
修
工
事
、
１１
年
度
に

黒
肥
地
・
久
米
小
体
育
館
の
エ
ア

コ
ン
設
置
を
事
業
計
画
に
上
げ
て

い
る
。

質
問安

心
・
安
全
な
学
校
施
設
の
整

備
・
充
実
を
図
る
事
業
と
し
て
、

各
学
校
体
育
館
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
・

空
調
設
備
事
業
計
画
は
。

黒
木
生
涯
学
習
課
長

８
年
度
に
黒
肥
地
・
久
米
小
体

育
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
皮
切
り
に
、

９
年
度
に
中
学
校
体
育
館
の
エ
ア

コ
ン
設
置
、
１０
年
度
に
多
良
木
小

町営住宅整備の方向性は

長寿命化計画に沿って進める

整理整頓出来ている地区のゴミ置き場

買い物難民の補助は？

給水車での活動の予想図

解体が急がれる町営住宅

各
体
育
館
の
整
備
事
業
は

ゴ
ミ
出
し
困
難
者
対
策
は

基
本
計
画
に
沿
っ
て
進
め
る

え
び
す
顔
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
対
応

R8 年度 R9 年度 R10 年度 R11 年度

久米小学校 LED - - エアコン

黒肥地小学校 LED - - エアコン

多良木小学校 - - LED
エアコン -

多良木中学校 - エアコン - -
※多良木小学校については R10年度に大規模改修工事を予定

子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
に

対
す
る
取
り
組
み
は

可
能
な
限
り
支
援

施政方針に対する質問
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研
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施
政
方
針
質
問

主
軸
事
業

主
軸
事
業

当
初
予
算

当
初
予
算

一
般
質
問

一
般
質
問

前ま
え
だ田　

文あ
や

議
員

新
堀
福
祉
課
長

Ｒ
３
年
度
に
認
知
症
カ
フ
ェ
の

設
置
に
向
け
準
備
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

時
期
と
重
な
り
実
施
は
困
難
な
状

況
だ
っ
た
。
現
在
に
お
い
て
も
カ

フ
ェ
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
や
事

務
負
担
等
の
課
題
か
ら
カ
フ
ェ
設

置
が
遅
れ
て
い
る
。

質
問こ

の
認
知
症
カ
フ
ェ
は
今
後
、

認
知
症
対
策
の
中
で
ど
の
よ
う
に

位
置
付
け
て
い
く
の
か
。

新
堀
福
祉
課
長

２
月
に
行
っ
た
試
験
実
施
を
通

じ
、
相
談
・
交
流
の
場
の
確
保
は

極
め
て
重
要
で
あ
る
と
再
確
認
し

た
。
し
ば
ら
く
は
町
主
導
に
よ
る

開
催
を
継
続
し
て
い
く
。

的
な
問
題
か
ら
躊
躇
さ
れ
る
方
が

い
る
と
い
う
実
態
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

質
問認

知
症
予
防
の
観
点
か
ら
軽
度
・

中
等
度
難
聴
者
を
対
象
と
し
た
補 

聴
器
購
入
支
援
は
で
き
な
い
か
。

石
井
町
長

時
期
介
護
保
険
計
画
の
策
定
委

員
会
の
意
見
を
聞
き
、
他
町
村
の

導
入
事
例
等
も
参
考
に
し
、
前
向

き
に
検
討
す
る
。

質
問介

護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー

ズ
調
査
に
つ
い
て
の
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
中
で
、
聞
こ
え
に
つ
い

て
の
設
問
の
結
果
は
。

新
堀
福
祉
課
長

こ
の
結
果
か
ら
聞
こ
え
の
問
題

が
、
社
会
孤
立
の
原
因
の
一
つ
で

あ
り
、
補
聴
器
の
購
入
に
は
経
済

質
問高

齢
化
が
進
む
中
、
高
齢
者
の

健
康
維
持
や
認
知
症
予
防
の
面
か

ら
交
流
の
場
つ
く
り
や
地
域
で
の

支
え
合
い
の
取
り
組
み
は
重
要
で

あ
る
。
認
知
症
カ
フ
ェ
の
設
立
に

他
町
村
と
比
べ
遅
れ
た
理
由
は
。

高齢者の社会参加促進は

カムバック採用はできないか

「認知症カフェ」（※）を開催していく

有益であれば導入したい

※
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
と
は

認
知
症
当
事
者
や
そ
の
家
族
、

地
域
住
民
が
誰
で
も
気
軽
に
集

い
交
流
や
相
談
を
行
う
こ
と
で

孤
立
の
防
止
や
専
門
機
関
と
の

連
携
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
活
動
。

源げ
じ
ま嶋　

た
ま
み
議
員

水
田
農
林
整
備
課
長

近
年
の
豪
雨
等
に
よ
り
、
山
林

の
山
腹
崩
壊
、
沢
か
ら
の
土
砂
流

出
等
の
箇
所
が
増
加
し
て
い
る
現

状
で
あ
る
。
治
山
え
ん
堤
の
必
要

な
箇
所
は
１３
ヶ
所
、
山
腹
工
の
必

要
な
箇
所
は
１０
ヶ
所
合
計
の
２３
ヶ

所
と
な
っ
て
い
る
。

山
林
被
災
地
の
確
認
方
法
は
、

職
員
で
の
現
地
調
査
及
び
森
林
監

視
員
の
巡
回
、
住
民
か
ら
の
通
報

相
談
に
よ
り
現
地
の
把
握
を
行
っ

て
い
る
。

質
問県

に
要
望
し
て
い
る
の
か
。

水
田
農
林
整
備
課
長

毎
年
、
県
営
の
治
山
事
業
へ
要

望
書
を
提
出
し
て
お
り
、
今
年
も

把
握
し
て
い
る
２3
ヶ
所
全
て
要
望

し
て
い
る
。

質
問森

林
環
境
譲
与
税
は
大
変
あ
り

が
た
い
財
源
だ
が
、
Ｒ
７
年
度
の

使
途
は
。

水
田
農
林
整
備
課
長

現
地
調
査
・
森
林
整
備
等
に

１
，
２
３
２
万
６
千
円
、
町
産
材

使
用
住
宅
６
０
０
万
円
、
そ
の
他

で
合
計
３
，
５
４
８
万
６
千
円
の

予
算
額
で
譲
与
税
予
定
額
が
４
，

６
０
０
万
８
千
円
な
の
で
、
差
額

の
１
，
０
５
２
万
２
千
円
を
基
金

と
し
て
積
み
立
て
し
、
基
金
残
高

予
定
額
が
２
，
５
２
４
万
７
千
円

と
な
る
予
定
で
あ
る

質
問人

口
が
減
る
と
譲
与
金
額
も

減
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
が
今
後
の
予
想
金
額
は
把
握
で

き
て
い
る
の
か
。

水
田
農
林
整
備
課
長

算
定
基
準
の
人
口
割
の
比
率
が

削
減
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
全
国
の

山
間
地
等
の
市
町
村
に
お
い
て
も

人
口
減
少
の
問
題
を
抱
え
て
お
り

大
幅
に
変
わ
る
こ
と
は
な
い
と
思

う
が
、
不
透
明
な
状
況
で
あ
り
把

握
は
で
き
な
い
と
い
う
形
に
な
っ

て
い
る
。

質
問綺

麗
に
し
ゅ
ん
渫
し
て
も
大
雨

の
度
に
土
砂
が
堆
積
し
て
し
ま
う
。

流
れ
込
む
土
砂
を
止
め
な
く
て
は
、

い
け
な
い
が
、
砂
防
え
ん
堤
整
備

等
の
必
要
な
箇
所
は
ど
の
位
あ
る

の
か
。

砂防えん堤整備は

要望書を提出している

山腹崩壊

聞こえの支援を求めて～耳の会の活動～

徳島県藍住町 HP より

有効回答数 2,046 名

質
問公

務
員
や
一
般
の
会
社
で
も
辞

め
て
し
ま
う
時
代
で
あ
る
が
、
の

ち
に
役
場
は
良
か
っ
た
と
思
う
人

も
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
一
度
退

職
し
た
職
員
は
、
試
験
に
合
格
し

て
採
用
さ
れ
た
事
が
あ
る
の
で
学

力
に
問
題
は
無
い
。
カ
ム
バ
ッ
ク

採
用
に
関
し
て
は
筆
記
試
験
無
し

で
採
用
で
き
な
い
か
。

東
総
務
課
長

元
職
員
を
選
考
に
よ
り
再
び
正

規
職
員
と
し
て
採
用
す
る
キ
ャ
リ

ア
リ
タ
ー
ン
制
度
は
、
即
戦
力
と

な
る
人
材
を
確
保
し
、
様
々
な
働

き
方
の
支
援
、
人
材
確
保
の
手
段

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
制
度
で

あ
る
。
有
益
で
あ
れ
ば
今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
い
。

石
井
町
長

職
員
確
保
と
い
う
点
で
非
常
に

魅
力
あ
る
制
度
だ
と
思
う
。
先
進

事
例
等
を
研
究
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

①
町
営
住
宅
へ
の
入
居
募
集
に

つ
い
て

②
町
長
の
業
務
に
つ
い
て

日常生活で聞こえにくさを感じる 34.7%
誤解や聞き間違いで困ったことがある 42％
ストレスや疲れを感じる 21.5％
会話を避けることがある 17％
外出や交流を控えることがある 11％
補聴器を使用している 17.6％
高額で買うのをためらう 10.6％

高
齢
者
の
生
活
支
援
は

情
報
収
集
し
検
討
す
る

質
問乗

合
タ
ク
シ
ー
制
度
の
見
直
し

は
。石

井
町
長

高
齢
化
社
会
に
向
け
て
移
動
支

援
の
充
実
は
重
要
だ
と
考
え
る
、

担
当
課
と
し
っ
か
り
協
議
し
て
い

く
。
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施
政
方
針
質
問

一
般
質
問

主
軸
事
業

主
軸
事
業

当
初
予
算

当
初
予
算

研
修
報
告

同
意
・
条
例
等
・
補
正

林は
や
し
だ田　

俊
し
ゅ
ん
さ
く策

議
員

質
問中

学
校
跡
地
の
利
活
用
は
こ
れ

ま
で
庁
舎
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
検
討
し
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
り
整
理
し
て
き
た
と
思
う
が
、

町
長
選
挙
立
候
補
時
点
で
は
ど
の

よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
の
か
。

石
井
町
長

当
初
プ
ー
ル
だ
け
は
残
し
て
お

い
て
「
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
」
な
ど
よ

そ
に
な
い
も
の
を
作
り
集
客
で
き

な
い
か
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し

解
体
が
早
い
段
階
で
行
わ
れ
た
た

め
、
す
で
に
「
青
写
真
」
的
な
も

の
は
出
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
推
測
し
て
い
た
。
大
規
模
な
企

業
が
来
れ
ば「
人
手
不
足
」の
お
り
、

既
存
の
企
業
が
厳
し
く
な
る
と
も

考
え
て
い
た
。
今
後
、
町
民
の
意

見
や
専
門
家
の
視
点
を
取
り
入
れ

方
針
を
決
め
る
。

質
問物

価
高
騰
対
策
事
業
に
対
し
町

民
は「
不
公
平
感
」を
感
じ
て
い
る
。

町
長
の
考
え
る「
公
平
感・平
等
感
」

と
は
。

石
井
町
長

「
完
全
な
意
味
で
の
一
律
の
公
平

性
」
は
難
し
い
と
思
う
が
社
会
状

況
や
交
付
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
必

要
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
で
き
る
だ
け
公
平
化
に
近

づ
け
な
が
ら
説
明
責
任
が
果
た
せ

る
よ
う
や
っ
て
い
く
。

質
問財

団
で
の
返
礼
品
の
ブ
ラ
ン
ド

化
と
あ
る
が
ど
う
進
め
る
の
か
、

ま
た
派
遣
職
員
２
名
の
今
後
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

石
井
町
長

ブ
ラ
ン
ド
化
は
単
に
商
品
販
売

す
る
だ
け
で
は
な
く
品
質
や
ス

ト
ー
リ
ー
等
の
地
域
性
の
魅
力
を

整
理
し
、
本
町
の
産
品
と
し
て
の

情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
価
値
を

高
め
て
い
く
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

後
継
者
育
成
の
観
点
か
ら
２
名
の

町
職
員
を
「
公
益
的
法
人
等
へ
の

一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等

に
関
す
る
法
律
」
に
も
と
づ
き
、

職
員
の
派
遣
期
間
５
年
を
超
え
な

い
範
囲
内
で
た
ら
ぎ
財
団
に
派
遣

し
て
い
る
が
、
た
ら
ぎ
財
団
の
方

で
、
で
き
る
だ
け
早
く
後
継
者
を

育
成
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
望
ん

で
い
る
。

先進地に学ぶ 開かれた議会を‼
議会中継システム研修

氾濫を防げ 治水の基本
ダムのメカニズムは

活性化特別委員会は「議会中継システム」の研修
を千葉県多古町にて行った。

研修は鵜澤議長をはじめ 5 名の議員、2 名の事務
局職員より「議会中継システムの業務実施要項」を
もとに説明を受けた。

H25 年より 13 年もの間運用されており、これま
での研修先では最も長い実績をもたれた、まさに「先
進地」である。

導入の背景として開かれた議会を目指す中で、議
会広報紙におけるページ制限等の課題に対し、ス
マートフォンの普及に伴い、議会中継や録画配信を
視聴しやすい環境になったことがあげられる。

システムに係る費用については、ライブ配信に 4 万円／月、録画配信に 6 万円／月、その他初期費用
や追加設定費用等22万6,500円との説明を受け、我々が想像していたものより抑えられた金額に感じた。

アクセス数も「議員改選議会」中継をはじめ数多くの町民が視聴されていたことがわかった。
町民側としては「住民サービスの向上」そして議会は「開かれた議会」への道が開かれていくと感じた。
今後の課題としては「更新費用の高額化」や長年の実施での「緊張感の薄れ」があるとのことである。
本町にとっても、これから「中継システム」の議論の益々の加速化を計り執行部に対しての「予算の

獲得」に向けての働きかけを進めなければならない。
文責　林田

川辺川ダム砂防事務所　元所長　齋藤正徳氏を講師に迎え気候変動による台風・洪水等による水面上
昇のメカニズムとその対処に対する考察がしめされた。

氾濫を防ぐ対策の治水の基本的な考え方は水位を下げることが原則で 4 つの基本的方法があり、①河
川掘削、②引堤、③放水路、④洪水調整施設の河川整備が必要である。

バックウォーターの現象は球磨川本流の水位上昇に伴い、支川の水面との勾配が小さくなり洪水とな
る。そこで「土地利用者と一体となった治水対策」住民との合意形成を図り「田んぼダム」等の流域で
の貯留を強化し流域全体での流出抑制による災害リスクの低減が必要となってくる。そうしなければ下
流まで災害が広がり「復旧スピード」が遅くなってくる。

球磨の森林保水能力は 300mm の雨の場合 100mm であとの 200mm は球磨川へ流れることとなる。
また九州の地形的特徴は南北脊梁山脈による東西に河川が形成され線状降水帯の影響を受けやすく

なっている。そのために R2 年 7 月洪水と R4 年 9 月洪水の雨量が示すように球磨川と川辺川のピーク
水量が R2 年はピークがいっしょになり、R4 年はずれてい
るとのことである。

このことによりこの「ピーク」を『川辺川ダム』によりず
らす調節することが有効とのことである。

そこで川辺川流水型ダムは今後の気候変動を見込み「洪水
をためる能力」を旧計画より 1.4 倍とし環境影響や平常時の
水平水位を保ち「川自身が持つ浄化能力」に配慮しつつその
環境保全ダム構造が考慮されていると感じた。

文責　林田

議会活性化特別委員会

球磨郡町村会議員研修

1 月 29 日　多古町役場庁舎前にて

2 月６日　錦町役場にて

施政方針に対する質問
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研
修
報
告

施
政
方
針
質
問

一
般
質
問

同
意
・
条
例
等
・
補
正

主
軸
事
業

主
軸
事
業

当
初
予
算

当
初
予
算

事
務
組
合
議
会
報
告

常
任
委
員
会
報
告

次のステップへ！球磨郡公立多良木病院企業団議会報告

人吉球磨広域行政組合議会報告

上球磨消防組合議会報告

地籍調査の〝今〟！

旧中学校跡地に予算付け

町は今年度中の旧多良木中学校跡地等利活用に
向けた基本構想策定業務を民間コンサルタントに
委託することとした。

旧多良木中学校跡地周辺の広大な敷地を町民が
望む形での利活用策が具体化されれば町民の健康
増進や関係人口の創出に対する期待はますます高
まるであろう。

再開発に向け大きなステップが踏み出されるこ
とを期待したい。

文責　猪原

定例会議が R8 年 3 月５日に開催された。
①　R7 年度球磨郡公立多良木病院企業団病院事業、介護老人保健施設事業及び総合

健診センター事業会計の補正予算、他 1 件。
②　R8 年度球磨郡公立多良木病院企業団病院事業、介護老人保健施設事業及び総合

健診センター事業会計予算 53 億 1,084 万 6 千円、他 4 件。
全議案、原案通り全会一致で可決した。なお多良木町の負担金は 3 億 43 万 6 千円
である。

○ R8 年第 1 回定例会が 2 月 26 日に人吉球磨クリーンプラザ大会議室で開催された。
球磨村議会の選挙に伴い議長が不在となっており、議長選挙は指名推選で行うことが決
定し、各地区から選出された 8 名の選考委員により、あさぎり町選出の山口和幸議員
が推選され、全員一致によって議長に選出した。
新ごみ処理施設建設に関する特別委員会の委員長に、人吉市選出の西信八郎議員、副委
員長に湯前町選出の遠坂遠太議員を互選した。
代表理事から定例理事会における主な審議等について報告があった。
条例 1 件・R7 年度一般会計補正予算について補足説明があり 2 件とも原案とおり「可決」

○ 3 月 24 日 R8 年度一般会計予算・一般会計経費の負担金の総額の補足説明があり歳入
歳出予算の総額は 20 億 5,993 万 9 千円と定めた。

定例会議が R8 年 2 月 27 日に開催された。
会期を R8 年 2 月 27 日の１日限りに決定。米本議長から辞職願の提出があったため、橋
本副議長が議長職を務め議長辞職許否を行い、米本議長の辞職を全会一致で許可した。
議長選挙は、あさぎり町選出の橋本誠議員が推選され、全会一致で議長に選出した。
その後、橋本議長が落合議員を指名し、副議長の当選人とすることを全会一致で承認した。

議案 1 号　　上球磨消防組合火災予防条例の一部改正について
議案 2 号　　R7 年度上球磨消防組合一般会計補正予算について
議案 3 号　　R8 年度上球磨消防組合一般会計予算について

（歳入歳出それぞれ 9 億 3,100 万円とする一般会計予算）
議案 4 号　　監査委員の選任同意について

（湯前町議会議員　倉本豊議員を全会一致で同意）

全て原案の通り全会一致で可決した。

「多良木青蓮寺駅」に改名

R2 年 7 月豪雨で被災したくま川鉄道は今年 9
月 20 日に全線再開を決めた。また、それに伴い、
川村駅を移転した新駅名を「相良十島神社駅」と
東多良木駅名を相良氏遺跡群に由来する「多良木
青蓮寺駅」に変更することを、3 月 23 日のくま
川鉄道再生協議会総会で決定した。

全線開業再開で今後この地域の観光活性化が一
段と進むステップになればと沿線自治体からの期
待は大きい。

文責　猪原

多良木町の地籍調査は、平成６年に開始され、約
30 年が経過、黒肥地の一部地域を残し 87.5％が終
了している。残りの 12％の区域をどう進めていく
のか大きな課題だが、国や県の補助金に大きく依存
し左右される側面があり、議会としては計画的な調
査が継続されるよう積極的な予算確保を求めていく。

今後残りの 12％を確実に終わらせるために、所
有者の立ち合いの協力を呼びかけるとともに「次世
代に確かな境界」を継げるよう切にねがう。現在、
調査終了している地域でも境界が決まらなかった場
合、「筆界未定」※の処理のまま成果としてあがって
いるため、町民への「相続・贈与・売買・農地転用」
等へのデメリットも懸念され、その後は個人対応と
なる。効率的かつ公平に事業が進むよう進捗状況を
見守っていく。

※筆界未定 …… 不立ち合い・立ち合い等により境界が決まらなかった土地で、成果として法務局に登
記されるため、町事業としては調査終了となり、境界線が表示されない。

文責　落合

厚生文教常任委員会

総務常任産業委員会報告

町民が期待する中学校跡地活用 「多良木青蓮寺駅」に改称される東多良木駅

地籍調査完了地域図

一 般 質 問
猪原議員（多良木町）………　2026 年 6 月診療報酬改定への対応について　他 2 件
吉田議員（湯前町）…………　本地域における地域包括ケアと在宅医療について
久保田議員（多良木町）……　医師奨学貸付金について　決算審査の意見から

多良木町の負担金総額：1 億 7,824 万 5 千円
運営費：1,032 万 6千円　　斎場費：710万 5千円　　清掃費：1億 6,081 万 4千円
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想
〜
お
も
い
〜

「
貧
乏
人
は
麦
を
食
え
」
昭
和
２５

年
の
ち
に
所
得
倍
増
計
画
を
唱
え

総
理
と
な
っ
た
池
田
隼
人
大
蔵
大

臣
（
当
時
）
の
言
葉
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
経
済
原
則
に
沿
っ
た
言

葉
で
は
あ
る
が
マ
ス
コ
ミ
の
誇
張

報
道
に
よ
り
国
民
の
反
発
を
か
い

辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
。

戦
後
「
平
等
」
が
基
本
と
な
っ

た
日
本
人
に
は
「
耐
え
ら
れ
ぬ
言

葉
」
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

「
平
等
性
・
公
平
性
」
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
、
今
回
町
長
に
対

し
施
政
方
針
の
質
問
を
お
こ
な
っ

た
。こ

の
疑
問
は
私
の
議
員
生
活
の

中
で
の
疑
問
で
も
あ
っ
た
。
我
な

が
ら
よ
く
こ
の
「
禅
問
答
」
の
様

な
事
を
よ
く
や
っ
た
。

「
平
等
感
・
公
正
感
」
と
は
一
体
、

ど
う
あ
る
べ
き
か
、
あ
る
人
か
ら

一
筋
の
光
を
も
ら
っ
た
。

「
み
ん
な
を
同
じ
に
す
る
の
が
平

等
だ
」と
い
う
ス
タ
ー
ト
が
間
違
っ

て
い
る
ん
だ
よ
ね
、
日
本
の
平
等

感
は
「
量
感
」
で
考
え
る
か
ら
間

違
っ
て
し
ま
う
。「
沢
山
あ
る
こ
と

は
よ
い
事
」
と
考
え
る
か
ら
「
貧

乏
く
さ
く
な
る
し
、腹
が
立
つ
」「
み

ん
な
同
じ
分
量
」
と
言
い
出
し
た

時
点
で「
貧
乏
く
さ
い
平
等
に
な
っ

て
し
ま
う
」

（
文
責
　
林
田
）

中学校の卒業式はどぎゃんやった〜？中学校の卒業式はどぎゃんやった〜？
中学校の卒業式はどぎゃんやった❓

そぎゃんな💦8クラス320名ってえらい多かったとね〜😂
今年の小学校、中学校、入学生は何人おったんね❓

たった77名じゃったとね⁉😳

びっくりした〜💦小学校合わせて44名で、中学校が71名げな
なんでこぎゃん少なくなったとかな〜😨💦

卒業式は良かったばい☺✨㊗
そいばってんな卒業の生徒は77名じゃったばい😅

今年は多小26名、久米小4名、黒小12名、柳野分校2名の
合計44名で、多中が71名ばい☝

そぎゃんばい❗
おいどんが同級生は、8クラスで320名くらいおってな〜
今でも同級生の顔が分からんくらい多かったとば〜い😁

どうしても少子化になれば子どもは減んもんな〜😥
今後は子どもたちのことばしっかり考えて、学校の統廃合ば
考えんばん時期が目前に来とるとばい🤔
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◎
前
田　
　
文　
豊
永　
好
人

○
猪
原　
　
清　
林
田　
俊
策

　
源
嶋
た
ま
み　
落
合　
健
治

ふるさとを望む

多良子

多良子

多良子

多良子

球磨雄

球磨雄

球磨雄

球磨雄

文責　豊永

妙見野より撮影


